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本曇は昭和 62年 11月 12-14日に開催された研究集会「i数

式処理と数学研究への応用 (:第 6回)」の報告集てある。

この研究集会の話題は (1)数式処理アルゴリズムの研究、

(2)数式処理ノステムの開発、 (3)数式処理の各分野への応用、

に分類するのか妥当てあり、本冊もこの順にまとめられている。i数

式処理はこの 3分野かハラノスよく発展するのか望ましい。本研究

集会の初期のころは応用研究か主てあったか、最近てはアルゴリズ

ム研究か活発になってきたのか心強い。たた、ノステム開発の発表

か少ないのか難てあるが、ノステム開発には多年の労力か必要てあ

り、すくに成果を期待するのは酷であろう。

本題目による以前の研究集会の講演録をひもといてみると、講演

の内容か年を追って高質化しているのが分り、本研究集会の目的か

着々と達成されつつあるのかうかかえる。特に、イデアルの標準基

底を利用した計算法は数学者の奪回からみても十分評価てきるもの

かある。高等数学の数式処理はやっと緒についたはかりてあり、今

後大きな発展が予想される。それは、単に数学のみならず、広範な

分野の計算に多大な影響を及ぼそう。本研究集会の使命かいよいよ

重要になってきたことを痛感する。

なお、集会ては「数式処理フォーラム」て活発な計論がなされた

か、その内容は本冊には収録していない。
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